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V301a X線分光撮像衛星XRISM搭載 X線望遠鏡 (XMA)開発の現状 (3)
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我々はNASAのGoddard Space Flight Center (GSFC)で、X線分光撮像衛星XRISMに搭載する、X線望遠
鏡 (XMA)を開発している。XMAはXRISMの 2つの観測システム (Resolve, Xtend)でX線の集光、結像を担
う。XMAの設計はひとみ衛星の軟X線望遠鏡 (SXT)とほぼ同等であり、母線長 100mm、150-300µm厚の反射
鏡のペアを同心円状に 203層並べた構造をしている。4分の 1口径 (Quadrant: QT)毎に開発し、これらを結合
することで全口径の望遠鏡とする。2台のXMAとスペアで 9台のQTが必要であるが、2019年 10月までに全て
完成した。拡散X線による測定の結果、これらの結像性能は、集光される全光子の半分が入る直径 (Half-Power
Diameter: HPD)で 0.98–1.26分角、平均で 1.10分角となった。11月にはこのうちの 4台のQTを使用して望遠
鏡部を完成させ、プリコリメータを搭載し、XMA1号機を完成させた。同じく拡散 X線を用いた望遠鏡部のみ
の測定では、結像性能はHPDで 1.18分角となった。これは、XMAの要求性能 (1.7分角)より良く、SXTと同
等の性能である。今後は 1号機の環境試験と並行して 2号機の開発を進める。GSFCの 100mビームラインでは
XMAの地上較正試験を実施するために改良が進められており、12月までにほぼ完成している。2020年の 1月か
らは地上較正試験を開始する予定である。本講演ではXMAの開発状況と地上較正試験の最新結果を報告する。


